
















　Personnel evaluation systems are linked to the treatment and transfer (mobility) of 
employees, thus, they must ensure fairness and accuracy of evaluation, assuring their 
“reliability” to those doing the evaluation and employees being evaluated. Previous studies 
have shown the need for fairness and clarity of the evaluation criteria used in the evaluation 
procedure so that the full consent of the employees is secured.
　This study analyzes “Company A,” which evaluates its employees without using an 
established personnel evaluation system. Here it also discusses some of the problems that arise 
in this situation, and suggests some ideas for redirection and improvement.
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３ 人事評価の公平性、納得性が重要であることについては、高橋（1998, pp. 54-55）、守島（1999, 
pp. 2-14）、井手（1998, p. 26）、佐藤（正）（2011, p. 142）、佐藤（博）（2012, p. 115）など多くの先行
研究で述べられている。
４ 評価者の負担については、梅崎・中嶋（2005, pp. 40-50）を参考にされたい。
５ 寺畑（2002, pp. 24-25）、大湾（2011, pp. 6-21）。
６ 大湾（2011, pp. 6-21）。
7 奥林ほか（2010, p. 112）。
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　　　（Ａ : 極めて顕著 Ｂ : 要求水準を上回る Ｃ : 要求水準を下回る）
　　・総合評定点は、５～１の五段階で別途定める評定会にて調整、決定する。














































12 鈴木（2011, p. 99）。
13 筆者同様、実企業の課題を認識しているものに寺畑（2001, pp. 95-110）がある。
14 山下ほか（1990, pp. 336-341）、柳澤・古川（2000, pp. 79-93）、石橋（2003, pp. 133-142）、上林ほか（2010, 
pp. 117-136）、安（2014, pp. 169-191）などがある。
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18 寺畑（2002, pp. 24-31）。
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指標 目標 実施内容 重要度 達成度
売上 ○○万円 ○○○○○○○○  A B A







項目 自己評価 特記事項（事由記述） 評価
ルール・倫理遵守・勤務態度 Ｂ ○○○○○○○○ Ａ
問題点の深堀り・改善提案 Ａ △△△△△ Ｂ
状況判断・対応 Ｃ ×××××× Ｂ
対人折衝・対応 ・ ・ ・
チームワー ・・・ク
自己管理 ・ ・ ・
チャレン ・・・ジ






























19 近年のものに厨子・井川（2010, pp. 35-57）、厨子・井川（2011, pp. 113-135）、古川（2011, pp. 45-55）
がある。
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21 星野（2005, p. 79）。
22 http://www.mhlw.go.jp ①。
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24 同様の考え方に森永ほか（2011, p. 26-37）がある。
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向の定量分析」『日本経営工学会誌』Vol. 41 No. 5、pp. 336-341。
